
 

 

                                       

                            

令和７年度の活動状況等 
【活動状況】 

視   察 
〇  令和７年７月２２日(火)から令和７年１１月２７日(木)までの間 

県下１２留置施設の視察を実施 

委 員 会 

会    議 

〇 第１回：令和７年６月４日（水） 

○ 第２回：令和７年９月１８日（木） 

○ 第３回：令和８年２月５日（木） 

 

【留置業務管理者に対する意見及び確認した対応状況】 

追番 視察委員の意見 対応状況、方針 

１ 

 看守仮眠室が古く狭い施設があり、閉

鎖的な環境なので、看守にとって精神的

に良くないのではないか。 

定期的な清掃や整理整頓、破損箇所の

修繕等を引き続き実施し、効果的な施設

利用を行う。 

２ 

官本について、変色したものがあった。 官本は、毎年、配分しているが、状態が

悪い本の交換や各署の要望に沿った配分

をしていく。 

３ 

脱衣所がない留置施設があるが、プラ

イバシーに配慮してほしい。 

居室前のアコーディオンカーテンを閉

める等して、脱衣箇所を他の被留置者か

ら見えない措置を取っている。また、脱衣

所が浴室内にある留置施設において、浴

室外で着替えをさせる場合は、目隠し措

置を取る。 

４ 

物価高騰により、現在の食糧費では被

留置者が１日に必要なカロリーや栄養を

充足できなくなるおそれがあるので、食

糧費を増額してもらいたい。 

物価高を背景とした食糧費を巡る現状

について予算担当者と共有し、引き続き

増額を要求していく。 

５ 

被留置者の人権に配意し、適正処遇を

図ったことにより、生命身体に関わる重

大事故は発生していない。引き続き留置

事故の防止に向けて勤務してもらいた

い。 

引き続き、被留置者の人権を尊重した

適正処遇を推進していく。 

 


